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	 No.	 種別	 銘	 制作年	 刃長	 反り（cm）	 指定	 所蔵

【水心子正秀】	 1	 刀	 水心子正秀　出硎閃々光芒如花　二腰両腕一割若瓜	 江戸時代	 69.4	 1.25	 	 刀剣博物館

【大慶直胤】	 2	 刀	 大慶荘司直胤(花押)　文化八年仲秋	 文化８年（1811）	 67.0	 1.4	 	 刀剣博物館

【山浦真雄】	 3	 太刀	 天然子壽昌	 江戸時代	 74.9	 2.4	 	 上田市立博物館

	 4	 太刀	 信濃國壽昌　於小諸藩弘化二年二月作之	 弘化2年（1745）	 76.4	 1.8	 長野県宝

	 5	 太刀	 弘化四年丁未春二月上浣　應同國上田藩河合直義君之需　信濃國小諸住山浦壽昌作之	 弘化4年（1847)	 97.5	 2	 長野県宝	 上田市立博物館

	 6	 脇差	 源正雄　嘉永辛亥歳二月日	 嘉永4年（1851）	 30.6	 0.3	 	 	 ※6→8　10/15展示替え

	 7	 薙刀	 山浦真雄　安政丁巳八月日	 安政5年（1858）	 43.7	 1.9

	 8	 脇差	 遊雲斉真雄　慶應元乙丑猟月日	 慶應元年(1865)	 34.7	 0.5	 	 上田市立博物館	 ※6→8　10/15展示替え

	 9	 脇差	 造信陽士真雄時年六十三　慶應二年八月日	 慶應2年（1866）	 47.2	 0.4	 重要刀剣	 東御市

【 源 清 麿 】	 10	 短刀	 源秀寿　天保五年仲冬為濤斎主人作之	 天保5年（1834）	 22.9	 無し	 	 刀剣博物館

	 11	 刀	 山浦環正行　天保十一年八月日	 天保11年（1740）	 80.3	 2.2	 長野県宝

	 12	 太刀	 源正行　天保十五年八月日	 天保15年（1844)	 84.2	 2.4

	 13	 刀	 源清麿　嘉永元年八月日（号　一期一腰の大）	 嘉永元年（1848）	 68.4	 1.8

	 14	 脇差	 源清麿　嘉永元年八月日（号　一期一腰の小）	 嘉永元年（1848）	 48.2	 0.9

	 15	 刀	 源清麿　嘉永五年二月日	 嘉永5年（1852）	 81.1	 2.2	 	 刀剣博物館

【山浦兼虎】	 16	 短刀	 升龍軒兼乕　信州枩代臣	 文久年間（1861—1864）頃	 29.3	 0.15

	 17	 太刀	 兼虎作　文久三年歳葵亥仲春	 文久3年（1863）	 90.4	 3.1

	 18	 太刀	 信陽士直心齊兼乕　慶應元年	 慶應元年(1865)	 76.9	 1.8	 	 東御市

	 19	 太刀	 枩代藩吉原一庵直行佩刀　明治元年十月日兼虎	 明治元年（1868）	 67.6	 1	 長野県宝

【宮入法廣】	 20	 太刀	 法廣（花押）　乙亥歳芽吹季	 平成7年（1995）	 73.2	 2.6	 	 東御市

	 21	 短刀	 丸山家重代法廣　令和三年鮎季	 令和3年（2021）	 23.4	 0

	 22	 太刀	 以銑卸鍛之法廣　令和五年弥生	 令和5年(2023)	 73.6	 1.8

	 23	 長巻	 無銘（茎棟に「カ」の文字あり）	 	 67.2	 1.4

（参考刀剣）	 —	 脇差	 正日出　水心貞秀　淬刃　享和二年二月日　土佐国寿秀	 享和2年（1802）	 37.7	 0.9

	 24	 掛け軸	 窪田源太夫清音刀剣鑑定書簡と思われるもの


